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１．箸箱の構想 

箸の長さは，その人の”ひとあた”(親指と人差し指を

開いた長さ)の1.5倍だと言われている。中学生の身体

にあった箸の長さは，だいたい22㎝ぐらいになるので，

それが入る230㎜を箸箱の長さにした。 

箸箱の幅は，28㎜である。やや狭いので，生徒の作

った箸が太いと，箸の天と先を互い違いにして入れな

いと入らないときがある。といって，これ以上幅を大

きくとると，トリマービットの幅の２倍以上になって，

ふたの差し込み口の部分に材料の削りのこりができる

ので，これが限界である。 
ふたはスライド式にしているが，それ以外にも，ふ

たを本体にかぶせるタイプ，ヒンジを作ってふたを倒

したり，上げたりするタイプといろいろ考えられる。

しかし，これが一番手っ取り早く，デザイン的にも見

栄えが良いと思う。 

２．作り方のポイント 

製作で一番大変なところは，ふ

たがスライドする溝を作る部分で

ある。トリマーは，本来手でもっ

て使うもので，生徒にも比較的安

全に使わせることができる。しか

し，この箸箱に限っては，正確性

が伴うので，トリマーはスタンド

に固定して使用する。 
作業中，ビットが材料にかじり

ついて，はね飛ばされることがあ

るので，生徒には使わせることは

できない。そのため，スライド溝

の部分だけは，教師の方で準備し

てやる必要がある。 
ふたの溝を作るには，図４のよ

うにスタンドの定規からA㎜離し

たところにビットを位置決めして

おけば，同じビットでふたの左右に溝を作ることがで

きる。 
ところが，箱本体の溝は，ふたを入り口から入れた

ら，奥で止まるようにしてあるので，左右の溝は，同

じビットでは作ることができない。ビットは定規から

B ㎜離したものと C ㎜離したものとで，２回に分けて

位置決めし，材料を送る。これは大変面倒なので，B
㎜にセットしたトリマーとC㎜にセットしたトリマー

を２台用意すれば，交互に使って溝が作れ，調整も容

易で便利である。 

技術がもっと好きになる！  とっておきの授業実践  

寄木のずくで飾る箸箱づくり 

箸を作らせて，木材の組織を学習させる実践は，多くの教師が試みている。しかし，作った箸を，

そのまま家に持ち帰らせるのは，ものさびしい気がする。一歩進めて，箸箱を製作させることで，箸

づくりをより一層，意欲的なものとすると同時に，地元の伝統工芸である寄木細工のずく
・ ・

で表面を装

飾することで，木工具の基本を学べる題材に仕立てた。 

図1 
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生徒が行う主な作業は，糸のこ盤による曲線挽きと

ベルトグラインダーによる成形である。 
糸のこ盤の曲線挽きは生徒にとっては難しいので，

円弧の部分は，ボール盤に板ぎりを付けて穴を開けて

しまい，糸のこ盤では直線挽きだけをさせるという方

法をとる。 
箱材の中をくりぬいたら底板をボンドで接着する。

ボンドが乾くまでは，クリップで固定しておく。乾い

たら，教師はスライド用の溝を切る。 
ふたの材料は箱材よりも長めにしておき，ふたの加

工が終わったところではめ込み，余った部分をのこぎ

りで切断する最後は，ベルトグラインダーで成形して，

できあがりとなる。 
素地みがきした後は，ふたの表面にずくを貼る。ず

くとは，寄木の種板をかんなで薄く削ったもののこと

を言うが，このときに使うずくは，薄い和紙が裏張り

されている。 
塗料は，水洗いしても丈夫で，口に入れても無害な，

油性のウレタン樹脂塗料を使う。油性なので，容器は

捨てられる紙皿を使い，刷毛は，２㎝幅の平バケを多

めに用意する。刷毛は，使い終わったら有機溶剤でよ

く洗っておかないと，硬くなって次に使えなくなる。 
 

３．寄木のずくから，かんながけのワザを学ぶ 

箸から箸箱までの製作には，約 11 時間かかった。

この間に，使わせた木工具･機械は表１に示した通りで

ある。げんのうやかんなが登場しないので，これで木

材加工を学んだというには，やや内容が貧弱である。 
そこで寄木の種板からずくを削り出すかんながけ

のワザをビデオで見せたあと，かんな削りを体験させ

る授業を仕組んでいる。 

班に１枚ずつ，ヒノキの板材を渡して，かわるがわ

るかんなくずを出させる。できるだけ長いかんなくず

が出せるよう競争をさせるが，なかなかビデオで見た

ようにはいかない。改めて職人さんのワザに感服する

ことになる。 
 

４．生徒の反応 

箸，箸箱は，生活に密着したものなので，生徒は興

味を持って取り組む。ふたが本体と合体するようにな

ると，より一層やる気が出てきて，一生懸命，磨きは

じめる。 
「先生，いつ頃完成しますか？」 
「どうして？」 
「父の日のプレゼントにしたいので･･･」 

などの会話も出

る。現在では，

箸箱の使用は入

院したときに使

うぐらいであろ

うが，作ったも

のに愛着を持っ

てもらえる題材

だと感じている。 

Ａ 
Ｃ 

Ｂ

箱材 定規 

ふた 

ビット 

表 1 箸箱の工程表  
工程 作業名 作業内容 道具や機械

 
 

 けがき 
 

・箸を入れる溝を作るため，穴

のあける位置に印をつける。 
鋼尺 
 
 

 
 
 
 
 

 穴あけ 
 切断 
 接合 
 溝切り 
 

・ボール盤で穴あけをする。 
・糸のこ盤で直線びきする。 
・ボンドで底板を接着する。 
・トリマーで箸箱のふたと本体

にアリ溝を作る。 

卓上ボール盤

糸のこ盤 
クリップ 
ボンド 
トリマー 
アリ溝ビット

 
 
 

 切断 
 はめ込み･調整

 

・長く余ったふたを切断する。 
・ふたを本体にはめ込み，面を

そろえる。 

片刃のこぎり

ベルトグライ

ンダー 
 下地づくり 
 
 

・繊維方向にそって紙ヤスリで

磨く。ベルトグラインダーの

傷も取る。 

紙ヤスリ 
 
 

 
 
 
 
 
 

 塗装 
 
 

・下塗りし，乾燥させたあと，

毛羽立ちを紙ヤスリで取る。 
・上塗りする。 

はけ 
紙ヤスリ 
 

部
品
加
工 

組
立

塗
装

け
が
き 

神奈川県 
２ 

図４ 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /FRA <>
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for improved printing quality. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308000200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e30593002537052376642306e753b8cea3092670059279650306b4fdd306430533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e30593002>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <FEFFd5a5c0c1b41c0020c778c1c40020d488c9c8c7440020c5bbae300020c704d5740020ace0d574c0c1b3c4c7580020c774bbf8c9c0b97c0020c0acc6a9d558c5ec00200050004400460020bb38c11cb97c0020b9ccb4e4b824ba740020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c2edc2dcc624002e0020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b9ccb4e000200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee563d09ad8625353708d2891cf30028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f003002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c4fbf65bc63d066075217537054c18cea3002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


